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海
運
に
則
す
る
著
袁
ば
少
い
ビ
は
云
は
れ
ま
い
が
、 

之
を
®

的
見
地
が
&-
取
扱
つ
た
も
の
は
決
し
て
多
い 

ビ

は
云
は
れ
贫
い"

特
に
海
運
の
歡
率
ぞ
獄
究
が*
®' 

ビ
じ
た
も
の
に
至'
つ
6

ば
吾
人
の
寡
陬*'
る
、
を
办
數 

ゆ
樹
め
て
少
な
い
ヒ
云
は
ざ4

を
得
な
い
。
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代
吾 

人
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ょ
つ
て
：海
運
賃
率
論
な
■る

 

一
#

を

提
;«

せ
^

 

れ
研
究
上
に
多
大
の
观
益
を
與
ぺ
ら
れ
次
。
今
を
：

Q
.

綽 

構
の
大
要
を
左
に
紹
介
す
る
。

 

丨
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'し本
骷
は
菊
版
で
一
一
1

七
十
九
頁
、
を
の
中
約
七
十
頁 

が

歡

で

木

文

は

三

西

餘‘頁
、
序
論
の
外
三
部
に
分
た 
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0
5 ;

部
は
海
運
賃
率
：の
成
：立
e

題
し
、
；第I
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杈
於
.て
賃
率
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の
前
提
を
、.第
二
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於
ヤ
此
€
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1
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於
て
往
時
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海
運
賃
率
の
成
立
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び
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成
を
說
き
、
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四
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に
於
で
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主
_

«|
.海

鑛

趿

策
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す.る
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紅
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旦
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賃
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歡
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鏃
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論
を
.八
章
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つ
で
海
蓮
叢
の
國
民
經
濟
上
に
於 

ぼ

る
.
意
義
：、«■
本
槪
念
、
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分

類

、
國

家CO
'

行
政〜

賃
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係
、
，賃
率
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す
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四
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於
で
は
賛
率
の
基
礎 

^

虫
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し
で
，總■
>;

交
®.

-
の
费
用
、-交
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の
偵
條
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競
錄
嚴
び
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等
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じ
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一
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賃
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率
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率
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無
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轉
の
秘
質
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に
對
す
る
考
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用
範
圓̂

ょ
名
分
«

'
、
特
，別_賃
率
、
最̂

貨
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特
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實
率
、
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の
他
を
約
九
十
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つ
て
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說

し

て

居

る

.
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之
が
先
づ
本
論̂；
見
る
ベ.
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も
0

で
分
1 :
.
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上

か

ら

云
 

つ
：て
も
全

〗

卷
.
の
半
を
古
め
て
居
ぶ
。
而
し
て
第
三
部
は 

結
論
ビ
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見
る
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き
も
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、
右
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し
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制
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適
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せ
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賃
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民
經
濟.
の
.
 

見
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か
ら
し
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判
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將
來
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洳
何
な
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賃
率
政
策
を
採
る
.べ
き
や
の
方
針
を
示
し
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が
現
實
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手
段
を
述
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て
届
る
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似
上
略
述
し
た
る
所
か
ら
見
：る
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、
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者
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く
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道
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遒
賃
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論
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じ
態
度
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似
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腐
運
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究
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居
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來
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最
も
现
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扱
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來
た
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者
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海
诞
に
ま
で
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居
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の
提
供
し
て
，居
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理
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猶
材
料
に
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つ
：て
•

ノ
，
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從
來
幾
多
の
著
者
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示
せ
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が
最
大
部
分
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居
る
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で
あ
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け
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つ
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つ
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あ
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右
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述
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究
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.本
書
の
著
者
ァ
ス
.
ク

ク

ヰ
ス
卿
が
.多
年
英
國
商
務
院 

他
比
勞
働
滿
^
勸
務
し
ヽ
雜
多
勞
働
立
法
の
制
足
に
參 

書
，し
、
又
勞
働
行
政
の
衝
に
當
つ
た
こ

w

は
、
英
國
勞 

働
.

岡
題̂
.

少
し
で
も
注
齋
を
摘-
つ̂

人
の
熟
知
す
る
所 

で
あ
る
o

本
書
は
四
十
ニ
章
に
分
た
れて
0

る
0

各
章 

の
間
に
別
に
系
統
脈
絡
の
存
ず
る
次
第
で
は
な
く
、
：寧 

ろ

一

個

め

，論

文

集

と

も

凫

ら

れ

る

が

"

〉

私

の

知

れ

る

範 

11

で
巾
せ
ば
、
ド
ノ
論
文
も
總
て
未
發
表
の
も
の
.ば
か 

b
v
j

'M
^

'n

る
。
斯
く
各
章
の
間
に
聯
絡
は
な
い
も
の 

>
ヽ
第
七
章
が
ら
^
一一ナ
エ
ハ
章
に
至
る 
一一+
章
は
實
に 

千
八
頁
八
十
九
年
の
船
渠
同
盟
罷
：業

を

始

め

ヒ

し

.て
，； 

連
年
諸
事
業
に
起
つ
た
.勞
働
带
議
を
年

代

順

に

評

論 

L

、.
共
間
に
勞
働
立
法
が
如
何
に
«
展
し
た
か
を
述
べ 

た
も
の
で
あ
り
ハ
第
，ー

ニ

十

三

屢

か

ら

第

三

十

七

章

に

至

-' 

る
五
章
は
織
洲
戰
時K
於
け
•

る
：勞
働
立
法n
i

b

た
も 

の
で
あ

り

、
而
し
て̂
間
に
：綴
：ら
れ
^

章
^

洛

職

業

紹.‘ 

介
所
ミ
か
、
最
低
賃
銀
裁
定
局^

か
、
失
業
救
濟€

か
运 

ふ
ょ
ぅ
な
ァ
ス
ク
ク
牛
ス
卿
の
實
際
に
干
與
し
た
制
!.
‘

. 

:
■
號
：

i

<

に
就
て'の
:«
#

を

見
出

す

の

セ

あ

る
：
0 

英

國
.近
年
の
勞
働
立.法

な

ヶ

、
.，勞

働

爭

議

な

り

に

就 

て
は
，
其

表®

の
，事

情

や

、
：
9:
か

は

幾

多

の

文#

に
依 

へ
つ
て
明
に3
れ
で
居
る
が
、
內
面
に
如
何
な
る
情
實
が 

あ
：つ
て
"

立
法
の
成
立
、
_

議
0

解
決
を
妨
げ
，た
で
あ
. 

ら

う

が

、
逾
规
：か

ら

云

へ
ば
斯
く
あ
る

可

き

事

柄

が

事 

實

に

於

てM
對
の
方
嚮
に
®
い
た
の
は
、
如
何
な
る
_
 

で
あ
ら
，う
か
ぐi

云
ふ
ょ
う
な
疑
問
は
之
を
解
く
を
#
な 

い
o
:ァ
ス
ク
ゥ
4

ス
卿
0

著
書
は
■是
等
の
點
に
於
て
、
 

吾
人
に
幾
多
の
知
識
を
與
へ
る
。
例
へ
ば
職
業
紹
介
所 

に
對
し
て
は
、
創
設
の
.當
初
か
ら
、
種
々
の
.批
評
が
行 

は
れ
た
が
、
千
九
西
十
一
年
並
瘍
十j j

年
に
は
、
紹 

介
所
を
以
つ
て
.
一
搬
の
希
望
に
副
は
な
い
ど
す
る
噂
が 

多
く
な
り
、
熟
掘
職
槳
^

於
け
，る

勞

働

組

合

で

は

紐

命 

S

ら
失
業
者
を
収
扱
う
以
前
の
方
法
に
立
戾
つ
た
う
、
 

或

は

此

方

法

を

風

守

す

る
S

云
ふ
乙.W

の
如
き
、
而
し 

て
斯
る
趨
勢
を
生
ず
る
.に
至
つ
た
原
因
f

以
つ
て
、〗

勞
. 

働
者
が
自
己
の
關
係
あ
る
、問
題
は
自
ら
之
を
解
決
す
る 

希
望
を
懷
ぐ
爲
め
で
あ
る
ビ
し
.た
こ
と
の
如
ぎ
、
戰
.時 

ク
：
ラ
‘
ィ

ド

ゃ

其

他

^

起
0

た
同
盟
罷
業
ビ
，當

時

の

暴

利

輝

得
.
&
の
間
妃
洳
何
な
る
關
係
が
ゐ^

、
.■

政
府
が
：爭
議 

.を

.解

決

する
揭
め
に
、
暴
利
取
締
に
就
て
、
如
0

は
ぎ 

慮
し
た
か
V

S
ふ
こ
ビ

の
^1
.
.5
、
.何
れ
％
興
味
あ
名
事 

續

：ビ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

『

.

私
.

は
本
潘
を
®

；過
ず
'

る
：間 

に
、K

ス
；タ

ク

：ヰ

ス

卿

T

な
け
れ
ば
、'^
う
は
書
け̂

い 

ヤ

あ

ら

う

、

斯

う

は

論

斷

す

る

^'
得

な

い
 

'で

あ

ら

，
，フ

e

 

思

は

れ

る

個
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に
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し
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彳

實

驗
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の

囘

想

錄
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® .
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ず

可

き

所
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ら
の
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く
感
じ
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あ
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田
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菊
版
四
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H外
附
錄
及
頦
⑴
： 

定
憤
金
四
圆
來
京
富
山
房
發
行
:'
.

株
$

卿
の
起
源
並
び
代
そ
の
本
質
に
就
い
七
は
'從
，
 

來
麗
々
.法
摩
者
の
間
に
も
經
濟
學
者
.の
間
に
も
意
見
が
：
 

戰
ば
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
で
、
、吾
が
國
R

於

て

，も

こ
. 

れ
；に
馓
す
る
多
數
の
論
文
が
公
に
，せ

&

れ

て

ゐ

る。
：
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實
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«

^
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刊
ぎ
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き
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^

ぁ

名.
が

就

中

漏

田

隗

士

及

び

上

田

博

士

：の
詳 

細
%

.

も

研

究

は

白

眉

と

せ

_

ら
れ
て
ゐ
る
。
福
田
博
士
の 

；:

所
論
は
十
餘
帑
前
よ6

部
分
的
化
は
»
演
に
成
は
雜
認 

R

1

て
公
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せ

ら

れ

後

纏

.め

ら

れ

て

「

續

經

濟

學
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究j
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國
民«

濟

講

話̂?
に

於)

て
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窺

ふ

」

S

が
出
來
、.，
上
田 

田

傅

士

も

旣

に

，
大
茈
ー
一
年

n

株
式
會
觔
經
濟
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を
著
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て
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所
懐
を
公
に
し
て
ゐ
ら
れ
る
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此

處

紹

介

せ
&
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す
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改
諒
增
備
株
式
會
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經
濟
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は
實
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.後
者
の
新 

「

版
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冬
。
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甞
て
株
ヰ
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社
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い
て
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^
業
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名
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い
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蜜
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受
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づ
上
田
博
士
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株
式
會
社
a

濟
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に
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で
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大

a
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己
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：
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；
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れ
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福
田
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乙
0

書
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邦
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.

节
株
武
噃
社
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之

ヒ

を

經

嘗

上

か

ら
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い

：
た
唯
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の
，權

威
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办
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^

す
ビ
國
民
經
濟
講
話
坤
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一
六
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五
頁
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)
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れ
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以
て
經
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